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[はじめに]

慢性呼吸不全患者では、呼吸困難感や運動誘発

性低酸素血症 (Exerciseinduced Hypoxemia : EIH) 

が原因で、 ADLや QOLが阻害 される。特に、間

質性肺炎 (rp)患者では EIHが著明であり、身体

に及ぼす影響を考慮すればその理解は重要であ

る。 しか し、IP患者の EIHの有無を予測するため

の指標 とその水準についての理解は十分とは言え

ず、更なる検討の余地が残されている G そこで本

研究では、 IP忠者におけるEIHの 予測指標とその

関値について検討 したっ

[方 法]

対象は、 安定期の IP患者 51例 (男性 34例、女

性 17例、 平均年齢 68.2:t 14.9歳)であり、研究

目的を説明し、理解と同意の得られた症例のみを

対象とした。それらの対象に年齢、性別、 BMI、

呼吸機能検査 (VC、%VC、FEV，o、FEV，o%、
DLco、%DLco)、下肢筋力(等尺性膝伸展筋力体

重比)を調査し、酸素非投与下、自由速度におけ

る6分間歩行試験を実施した。そして、 6分間歩

行試験時の Sp02の最低値が 90%を下回るか否か

で 2群 (EIHあり 群.EIHなし群)に分類し、2群

聞で明らかな差を認めた指標について、 Receiver

Operating Characteristics曲線 (ROC曲線)を用いて

カットオフ値を求めた。なお、感度と特異度の和

が最大値となるところをカットオフ値とした。

[結果・考察]

EIHあり 群 (20例)とEIHなし群 (31例)の問

には %VC(62.7 :t 11.1 %vs78.3 :t 20.2%)、DLco(8.03 

:t 2.09mllmin/mmHgvs 13.17 :t 5.55ml/min/mmHg)、

%DL印 (47.9:t 12.8%vs77.7士 24.4%)で 有J怠差 を

認めた (p<0.05)。そして、 %VCと%DLcoで ROC

曲線を用い検討 した結果、%VC、%DLcoの順に曲

線下面積は 0.79、0.89(p<0.05)であり、 EIHの有

無を判別できる指標であった。それぞれのカット

オフ値 (感度、偽陽性率、正診率)は72.5% (71%、

6%、79%)、61.1% (82%、0%、90%) であった。

したがって、IP患者の EIHは、 %VC、%DLcoと

密接な関連を認め、それらの指標には EIHを予測

するための重要な関値が存在すること が推察され

た。




